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　まちづくり町民説明会の内容を「金山町公式YouTube
チャンネル」で配信中です。下記ＵＲＬまたはＱＲコード
からご視聴いただけます。この機会にチャンネル登録をお
願いします！

　本来２月に開催を予定していた「まちづくり町民説明会」
の内容は、右の５つのテーマがメイン。小学校の統合や町営
バスの運行、中央公民館の移転などは、当初予算案として町
議会３月定例会で可決いただき、４年度に実行していく事業
です。本広報では、まちづくり町民説明会の概要版として主
にこれからの町の姿や現在検討中であるグリーンバレー神室
の運営について紹介します。

　行政サービスや財政運営を考える上で前提となる
のが「人口」です。町予算のおよそ半分を占める普
通交付税は基本的に人口に比例します。よって、人
口が減少すると、財政力も必然的に小さくなります。
「それなら何もできなくなるではないか」と言われ
そうですが、そうではありません。時代にあったサ
ービスを考える上でポイントとなるのが、世代別の
人口です。例えば、令和９年度の小学校入学生が
15人の見込みであり、さらなる減少を見越して小
学校を統合します。人口が減れば、町の予算が減る
のは当たり前ですので、この年齢構成の変化に応じ
た事業展開へ変化をしていくことが重要です。今ま
では、「あったほうがいい」「なくなったら困る」と
いう声を優先し、積極的に施設や事業の見直しがで
きませんでしたが、この推計からも分かるように今
までのやり方が通じない時代に突入していきます。

　つまり、財政負担だけが問題ではな
いということです。新しい考え方や取
組みの話になると、お金がなくなった
からやめるのか、といった議論になり
がちですが、それだけが問題ではあり
ません。今後の人口がどうなっていく
のか、どういう人が増え、どういう人
が減るのか、これが行政サービスを選
択していく最大のポイントです。

【お問合わせ】役場総合政策課 財政係　☎52－2111

　働く世代が減少するため、そう遠く
ない未来に予算規模が、40億円から
30億円程度になると考えられます。
ただし、道路や水道の生活に関わる施
設管理は前と同様の負担があります。
高齢者の割合が増えるため、介護保険
など高齢者支援のサービスは増加する
見込みです。こういった見通しを踏ま
えて、バランスがとれた行政サービス
を考える必要があるということです。

　将来的には全ての施設運営や町の事
業を今のまま続けるということは残念
ながら不可能です。町の姿にあった公
共施設の数や規模、どういった行政サ
ービスが喜んでいただけるのかを、人
口をベースにしたあらゆる分析と検証
を行っています。大きな転換期となり
ますので、町民の皆さんのご意見を反
映しながら、これからの税金の使い道
と、未来の行政サービスについて、現
在見直しを行っていきます。

　税金によるサービスの内容を考える
とき、絶対に守らなければならないル
ールが２つあります。１つ目が、公平
公正であることです。誰か特定の人だ
け優遇されてはいけません。行政サー
ビスは困っている方をしっかりと支え
ることが前提です。２つ目のルールは
赤字にしないことです。一定の赤字を
超えてしまうと、国の指定を受けて、
一部を除く、行政サービスを一時的に
削減する事態に陥ります。

　「財政状況が良い」というのは、通常、
今後最低10年程度は安定した運営が
できる状態であると言えます。借金の
返済にも問題がないかどうか、長期的
に見て、事業計画を立てます。今年１
年は問題がないものの、数年後に問題
がある場合は、財政状況が良くないと
捉え、改善に向けた取組みが必要です。
現在、金山町は、その将来の見通しが
悪く、財政状況は極めて厳しいと言わ
ざるを得ません。

　何も改善をしなければ、令和10年
度に、国から財政を健全化してくださ
いという指定を受ける可能性がありま
す。財政再建団体として指定を受ける
と、税金や料金の値上げ、町独自の子
育て支援等の廃止、道路や施設の修繕
も必要最低限など、生活に大きく影響
する事態となり、一時的に厳しい生活
を強いることになります。国の指定を
受けることがないように、今後の行政
サービスを考えています。

　人口動態は、財政状況や公共施設の
あり方など、まちづくりに大きく影響
します。令和４年１月１日現在の町の
人口は5,098人（住民基本台帳より）。
国立社会保障・人口問題研究所の試算
によると、およそ20年後には3,549
人になると推計されています。今から
変化していく町の姿を見越して、行政
サービスを検討していく必要がありま
す。

　行政サービスとは、安全で豊かな暮
らしを送っていただくための町の事業
のこと。当然、皆さんに納めていただ
く税金や料金を活用しています。
　仮に40億円があったとします。こ
れは町の１年間の予算規模。皆さんな
らどのようなサービスに税金を使うべ
きと考えますか。世代によって必要な
サービスは違いますし、考え方も人そ
れぞれかと思います。

これからの
町の姿

【テーマ】
① これからの町の姿
② 小学校の統合
③ 町営バスの運行
④ 中央公民館の移転
⑤ グリーンバレー神室の運営

① ②

③ ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨

⑥

山形県金山町公式チャンネル

まちづくり町民 説明会の概要をお知らせします
中止と
なった

▲平成２年度に7,886人いた人口が、今年の１月１日現在で5,098
人となり、およそ30年前と比べて2,788人が減少しています。また、
令和22年度には3,549人になる予測です。65歳以上の人口は、減
少しているものの、総数における割合は大きく増加しています。

町民説明会
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　改善センターへ移転すると、大規模
イベントができる場所がなくなるので
はないかというご意見がありますが、
現在の中央公民館ホールの座席数が
282席である一方、改善センターホー
ルは300人の収容が可能であり、収容
人数はほぼ同じです。移転後、大規模
なイベントを行う場合は、これまでの
ように体育センターや金山中学校の体
育館を利用することとしています。

　駐車場については、現在の中央公民
館が60台、改善センターは建物正面
側の40台のほか、建物の裏側にも20
台の駐車が可能です。また、令和４年
度にやくし苑の入り口付近にも駐車場
を増設する予定ですので、通常のご利
用には問題がないものと考えていま
す。冬場の除排雪もご不便のないよう
に対応をしていきます。

　健康づくり事業などで実施している
調理実習の場所は、やくし苑の調理室
を代替場所として充実させる予定。ま
た、芸術・文化団体の活動場所として
の和室や会議室は、同程度の広さを確
保できます。体育センターや学校体育
施設、町民グラウンドなどの鍵の受渡
しは、改善センター入り口すぐの社会
福祉協議会の窓口で夜間も対応をして
いきます。社会教育や伝統芸能の継承
は場所を選ばずとも継続・充実をして
いけるものと考えています。

町営バスの
運行

③ ④ ⑤

　これまでは、小学校専用のスクール
バスとして小学生のみ無料とし、中学
生は有料で路線バスを利用していまし
た。４月からはその利用制限をなくし、
中学生も小学生と同じく無料でスクー
ルバスをご利用いただけるように変更
します。これにより、保護者の送迎負
担をなくし、小学校から中学校まで慣
れ親しんだバスでの通学支援を行って
いきます。

　これまで路線バスは、決まった時間
に必ず運行していました。４月以降、
有屋線は路線バスを継続しますが、有
屋線以外の全ての路線については、朝
夕のスクールバス時間のみの運行とし
ます。引き続き、混乗は可能とするほ
か、新たにデマンド交通を開始します。
町内の移動について、前日まで電話予
約いただくと、１回300円で、ご希望
の場所へ行けるようになります。より
利用していただけるよう、実施後も改
善を加えながら取組んでいきます。

① ②

小学校の
統合 　大きな変更点として、有屋小、明安

小学区の児童がバス通学になること
や、体操着が新たなデザインとなるこ
とが挙げられます。また、放課後こど
も教室は、想定される利用人数から「ぽ
すと」で引き続き実施していくことと
しています。明安小学校グラウンドで
行っていた小体連陸上大会の代わりに
新庄市の大会へ参加することになり、
さらにレベルアップした環境で競うこ
とができるようになります。スポーツ
少年団については、１つの組織に統合。
種目の選択肢が増え、子どもたちの可
能性が広がります。

　今後の児童数は、令和４年度の220
人から、令和９年度には175人と見込
まれており、新入生は令和４年度の半
分以下の15人になることが想定され
ています。学校統合により金山で育つ
子どもたちが充実した教育サービスを
受けられる体制を整えていきます。

　路線バスのサービスが大きく変わり
ます。デマンド交通を開始し、高齢者
の方々の交通手段の確保にもつなげて
いきます。開始当初は現在公用車とし
て使用している乗用車２台を専用車と
して使用します。

　令和３年度に、町民の方々からご参
加いただき、今後の中央公民館のあり
方検討会を開催。財政負担はもちろん、
現在、そしてこれからの利用ニーズや、
単体での施設の必要性をポイントに議
論してきました。機能的にも問題がな
いものと判断し、令和４年度９月頃の
移転を予定しています。

　明安、有屋小学校については、これ
までの廃校利活用検討委員会でのご意
見や区長さん方との話し合いを踏まえ
て、避難所や地域活動の場所として利
用をする一方で、公売を募集する予定
です。売却することになった場合でも、
引き続き避難所機能は維持できるよう
調整していきます。また、草刈や雪囲
いなどは町の環境整備業務で対応しま
す。明安小、有屋小における貴重な備
品などについては、他の町施設での展
示や保管することとしています。

① ②

中央公民館の
移転 　中央公民館という単体の建物は置か

ず、農村環境改善センター（以下、改
善センター）へ、教育委員会等の機能
を移転する方針としました。建物自体
は改善センターという名称ですが、「中
央公民館」という看板も同時に掲げる
ことになります。正式な名称について
は、今後決定します。改善センターは、
現在も子どもから高齢者までの健診、
隣接する子育て支援センターや体育セ
ンター、健康づくりや高齢者の運動の
拠点となっているやくし苑、そして近
くには診療所があります。

　こういった施設機能の移転を「集約
化」と言い、全国的に人口減少に備え
て進められています。いわゆるハコモ
ノの施設管理にかかるお金を極力抑え
て、ソフトサービスを充実させること
が目的です。中央公民館機能を改善セ
ンターに移転させることにより、年間
の維持管理費を1,300万円程度抑制で
きるものと見込んでいます。まちづく
りアンケート結果のでも施設の集約を
進めるべきという声が約９割となり、
移転による問題も特にないという回答
も約７割となっています。

① ②

小学校の統合
町営バスの運行
中央公民館移転まちづくり町民 説明会の概要
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　町立金山診療所の運営支援や職員等
の人件費も町単独の持ち出しになりま
す。子育て支援、産業振興、教育、除雪、
グリーンバレー神室の運営、必要なサ
ービスや考え方は、人それぞれ違いま
す。何が正解かという選択は、極めて
難しい判断となりますが、「町民の生
活にとってマイナスにならないこと」
を最も大切な基準として、可能な選択
をしていきます。

　単独事業の優先順位として、町の方
針は、グリーンバレー神室などの利益
を上げなければならない事業を、しっ
かりと見直すことが前提であると考え
ています。そして、福祉、教育、子育て、
産業、除雪など、現在の生活支援のサ
ービスを可能な限り充実させたいと考
えています。町民アンケートでも、教
育や子育て、除雪、介護や高齢者福祉
の充実を望む声が多い結果でした。ち
ゃんと生活ができ、住み心地のよい町
づくりを行っていきます。

　これからのまちづくりについて、い
ずれも将来を見据えた前向きな見直し
と捉えたものと考えています。そこに
は有利な財源は何か、新たな収入を確
保できないか、様々なシミュレーショ
ンをしています。時代の変化に合わせ
て、町民の皆さんからいただく税金を
より生活に密着した事務・事業に活か
していきます。今はもちろんですが、
５年後、10年後の世代の方々に負担
を残さないサービスの在り方を考え、
今後ともご意見をいただきながら進め
ていきたいと考えています。

⑨

　今後のグリーンバレー神室の運営に
ついて、令和７年度の高速道路開通に
向けた町外からの集客拠点としての役
割も見据え３つの案を検討していま
す。①１億５千万円で温泉を改修し全
ての施設をそのまま継続②１億５千万
円で温泉を改修し、スキー場を売却も
しくは廃止、ホテルは継続③ホテル・
レストランは継続、温泉やスキー場は
売却もしくは廃止。
　７月を目途に、町の方針を町民の皆
さんにお知らせし、パブリックコメン
トを募集する予定です。

⑥

⑩ ⑪

　さらに、温泉にかかせないお湯にも
問題があります。温度が25℃以上、
もしくは19ある基準成分のうち一つ
でも一定以上含んでいると、温泉とし
て認められますが、昨年11月に実施
した調査結果では、湯量が毎分12ℓ
（これはホースからちょろちょろと出
る程度の量）、温度が26.5℃、基準を
超えた成分はフッ素のみでした。源泉
としては、何とか認定できる状態で、
掘削した当時の平成26年度と比較す
ると湯量も減少しており、今後お湯が
枯れることも心配されます。

　全国的にも有名な温泉地やスキー場
の廃業が続いています。グリーンバレ
ー神室も現状の運営を維持するために
は、町から多額の支援が必要な経営状
況です。町としても、ホテルの割引キ
ャンペーンやリフトの無料化など、誘
客対策を講じてきましたが、大きな成
果はでていません。加えて、ホットハ
ウスの改修、ホテルのユニットバスの
更新や外壁等の塗装、スキー場のナイ
ターＬＥＤや圧雪車の更新、リフト改
修、源泉が枯渇した場合の再掘削など
に対応するとなると、更なる維持経費
が掛かる見込みです。

　このような状況をなんとか改善でき
ないかと、専門家から経営分析と事業
提案をいただきました。その内容が、
①赤字幅が大きすぎる②グランピング
や新たな魅力づくりにより、コロナ前
よりも来場客を増やし、単価を上げる
ことで3,000万円程度は経営改善が見
込める③スキー場の赤字解消は難しい
ため、スキー場事業は縮小が望ましい
ということでした。アクセス、立地、
観光資源については専門的にみると評
価が低いものと診断されました。

③ ④ ⑤

グリーン
バレー神室
の運営

　平成元年に神室スキー場、平成４年
度にホットハウスカムロ、平成10年
度にホテルシェーネスハイム金山をオ
ープンし、これまで町の観光やレクリ
エーション及び交流の拠点施設とし
て、大きな役割を果たしてきました。
ホットハウスカムロとホテルは町とＪ
Ｒによる第３セクター方式での運営。
周辺市町村の人口減少が続く中、スキ
ー客の減少やコロナの影響による宿泊
客の大幅な減少など、マイナス要素が
拡大し、経営状況が厳しい状況です。

　グリーンバレー神室一体について
は、来客数の減少や収支状況の悪化な
ど、多くの課題がありますが、施設の
老朽化も喫緊の課題です。特にホット
ハウスカムロは、老朽化に伴い施設の
安全性について指摘されています。浴
室内の腐食状況からも、令和４、５年
度が現施設で営業できる限界と考えら
れ、継続するには建替えもしくは大規
模改修が必要です。新たに建替えをす
る場合、事業費が約６億円、改修につ
いては、手法によって１億５千万円程
度と試算されています。

① ②

　グリーンバレー神室は、収益事業で
あるため、本来はその収入により事業
運営していく必要があります。町とし
ては今後の運営支援の基準として、今
までと同じ支援は継続できないことか
ら、教育や福祉など、他のサービスへ
の影響を少ない金額に設定する必要が
あると考えています。具体的にはグリ
ーンバレー神室全体に対して、現在、
年間１億円程度の予算を投入していま
すが、これを３千万円に抑える必要が
あると試算しています。

　今後の人口推移から見ていくと、町
単独の事業の中から約２億円を削減す
る必要があります。令和３年度当初予
算ベースで、削減可能性のある単独ソ
フト事業は３億4,707万円となってい
ます。高校生までの医療費無料化や出
産祝い金などの子育て支援事業や町道
除雪事業、子どもたちのための教育支
援事業など、その内容は多岐にわたり、
多くの町民の皆さんに影響している部
分です。

⑦ ⑧

まちづくり町 民説明会の概要ご意見を
お寄せ
ください

グリーンバレー神室の検討状況については町ホーム ページにも詳しく掲載しております。ぜひご覧いただきご意見をお寄せください。
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